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順調に勝ち進んできた宮崎対東京の一戦。先鋒戦、お互いに気合十分で見応えのある技の応酬になったが決まらず
延長に入る。両者一歩も譲らず白熱した一戦となったが、東京内村が宮崎山下を鍔競り合いで崩し、竹刀を落とす
瞬間に引き面を決めた。次鋒戦は、東京島村が間合を詰めて技を出そうとするがそこを宮崎大重に小手を決められ
る。二本目は、東京島村が小手を打つが不十分となり、その瞬間、宮崎大重が引き面を決めた。中堅戦、東京深谷
も間合を詰めて技を出そうとするが宮崎今東の手堅い守りを崩せず時間切れ。しかし、延長に入ると深谷の攻めで
宮崎今東の手元が上がり深谷が小手を決める。副将戦、東京栗田は小手から面に出るところを宮崎興梠に出頭小手
を決められる。しかし、東京栗田は鍔競り合いで、宮崎興梠の一瞬の気の緩みに引き面二本を決め勝負を決めた。
大将戦、宮崎山本は鍔競り合いから引き面を決め一本勝。東京対宮崎は、期待通り観衆を引きつけた好試合であっ
た。
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